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「死亡個票における死亡の原因欄の記載⽂字列の⾃動正規化」 
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研究要旨 
 死亡個票データにおいて死亡の原因やその期間は⾃由⼊⼒データであり、
統計処理に⽤いるためにはコード等への正規化が必要である。本年度はこれ
までに開発してきた正規化プログラムを⽤い、平成 15 年から令和 5 年まで
のデータの正規化を⾏った。 

 
Ａ．研究⽬的 

死亡個票における死亡の原因欄には病名
が記載されるが、⾃由記載であるため様々
な表記ゆれが含まれており、例えば「虚⾎
性⼼筋症」と「⼼筋虚⾎」のように表現が
異なる場合や、「肺癌」と「左肺癌」のよう
に側性の情報が付加される場合がある。こ
のような表記ゆれ関係にあるものを同⼀の
病名として扱うためにはコード化を⾏う必
要がある。また、「肺癌、動脈硬化症」のよ
うに 1 つの欄に複数の病名が含まれる場
合には、それぞれを別の病名として計数で
きなければならない。原因とペアで記録さ
れる期間も⾃由記載であり、 正規化処理を
しなければ統計処理ができない。しかし死
亡調査票の数は年間 100 万件を超えてお
り、全件を⼈⼿で処理することは現実的で
はない。そこで⾃然⾔語処理による⾃動正
規化が有⽤と期待される。 

我々はこれまでに死亡の原因欄の変換プ
ログラムを開発し複合死因の分析の前処理
として⽤いてきた。本年度は同プログラム
の変換精度の向上を図ったうえで平成 15
年から令和 5 年までの全データについて死

亡の原因欄に記載された内容の ICD-10 コ
ード化、および期間欄に記載された内容の
⽇数形式への変換を⾏った。 

 
Ｂ．研究⽅法 

変換プログラムを、平成 15 年から令和 5
年までの全データ（オンライン分、
21,734,692 件）に適⽤した。 
コード化プログラムは病名と ICD-10 コー
ドの対応表を⽤いるものであり、標準病名
マスターの最新版を含め公開されているす
べての版（ver. 2.10〜5.14）を利⽤した。 
 
（倫理⾯への配慮） 

本研究では倫理⾯への配慮は必要とし
ない。 
 
Ｃ．研究結果 

全ての年のデータについて、95%以上の
死亡個票についてⅠ欄アに少なくとも 1 つ
の ICD-10 コードが付与された。 
 
Ｄ．考察 

2000 万件を超えるデータについて、その
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95%以上に⾃動で正規化を⾏うことが出来
た。コードが付与されなかったデータにつ
いてはコード化知識を追加することで対応
可能であり、次年度の課題である。 

 
Ｅ．結論 

正規化プログラムの改修を⾏い、平成 15
年から令和 5 年までの死亡個票データにつ
いて正規化を実施した。 
 
Ｇ．研究発表 
１．論⽂発表 

なし 
 
２．学会発表 

なし 
 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
（予定を含む。） 

 1. 特許取得 
 なし 

 
 2. 実⽤新案登録 

 なし 
 
 3.その他 

 なし 
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